
不動産 ID は、土地や建物を一意に特定するための共通コード（※１）であり、昨年、国土交通省において
付番のルール等を定めるガイドラインを策定しました。「建築・都市の DX」（※２）を推進するためのキーである
不動産 ID を通じて、我が国不動産のチカラを拓き、幅広い分野の成長や課題解決を実現するべく、このたび「不
動産 ID 官民連携協議会」を設置し、5 月 30 日（火）に協議会を初開催します。 

 

 
              

 

 
令和 5 年 5 月 23 日 

不動産・建設経済局不動産市場整備課 

第 1 回 不動産 ID 官民連携協議会を開催します！ 
～「建築・都市の DX」の情報連携のキーとなる不動産 ID の協議会を初開催～ 

 

 

 
 
 

（※１）不動産登記簿の不動産番号をベースに 17 桁の番号を使用する ID。データ連携のキーや物件を一意に 
特定する情報として活用されることが想定されている。 

（※２）建築物の３次元データの BIM の普及及び都市全体の空間情報の３次元データである PLATEAU の整備  
を一体的に進める「建築・都市の DX」の情報連携のキーとして不動産 ID が活用されることが期待。 

1. 概要 
（1） 日時 

令和 5 年 5 月 30 日（火） 15 : 00～18 : 00 
（2） 場所 

東京国際フォーラム ホール D7 （オンライン併用） 
（3） 当日の流れ（詳細については「別紙 1」参照） 

1. 官民連携協議会の設立、「建築・都市の DX」を巡る動向 
2. 令和 5 年度の取組と今後への期待 
3. パネルディスカッション ～「建築・都市の DX」が拓く不動産の可能性（仮題）～ 

2. 協議会の構成 
○ 協議会会員 約２５０者（業界団体・地方自治体・民間企業等） 

3. その他 
○ 本協議会は、5 月 16 日（火）〆切で募集を行いました協議会会員のみ参加可能となります。 
○ 報道関係者（傍聴・カメラ撮り）につきましては、「官民連携協議会の設立、「建築・都市の DX」を巡

る動向」までの参加が可能です。なお、「令和 5 年度の取組と今後への期待」からは非公開といたします。 
○ 報道関係者で参加希望の方は、事前登録が必要ですので、〈所属・氏名(ふりがな)・メールアドレス・電

話番号・カメラ撮り希望有無〉を明記の上、5 月 26 日（金）10:00 までに、以下の宛先までメールに
てご提出ください。御案内は、5 月 26 日（金）中に、ご登録いただいたメール宛に御連絡いたします。 

 宛先：不動産ID官民連携協議会事務局（E-mail：hqt-fudousanid@gxb.mlit.go.jp） 
 
 

 

お問合せ先 
不動産・建設経済局不動産市場整備課 片田、栗橋 
TEL：03-5253-8111（内線 30423）直通：03-5253-8382  


